
　新年あけましておめでとうございます．今年も『検査と
技術』をご愛読のほど，よろしくお願いします．1 月号の
あとがきを 10 月下旬に書いています．現在，緊急事態宣
言が解除され，東京都の新規感染者数も 50 人を下回る日
が続き，年末に向けて期待と不安が混在しています．2022
年──令和 4 年は一体どんな新年を迎え，どんな一年とな
るのでしょうか．そして，第 68 回臨床検査技師国家試験
が 2 月 16 日（水）に行われます．
　さて，私事ですが，この“あとがき”を初めて書いたの
が，2014 年 7 月頃と記憶しています．そして同年 10 月号
でデビューし，年間 2 回担当，約 8 年間で 16 作を書いて
きました．“あとがき”を書くようになってからは，専門
分野以外のいろいろな社会問題や時事問題，趣味や流行に
も目を向けるようになり，専門外の知識や雑学の大切さを
実感しています．しかし，気が付くと，最近は新型コロナ
の話題ばかりとなっていました．それだけ新型コロナに翻
弄された 2 年間でした．
　今あらためて読み返してみると，初期の頃のあとがき
は，凡庸で恥ずかしいものでした．もっと文体や文章力，
表現力を勉強しなければと反省しています．今後，5 年 10
年と月日がたち，いつかどこかでこの“あとがき”を読む
ことがあったなら，きっと懐かしく思うことでしょう．
　さて，今回表紙のピックアップでは，トピックス「再生
医療最前線　機能的な肺臓器を再生する新技術を求めて」
を取り上げました．執筆者の森先生の詳細な研究内容と成
果とともに，そのきっかけとなった熱き思いが語られてい
ます．他にも「病気のはなし」「疾患と検査値の推移」

「フォーカス」「技術講座」「臨床検査のピットフォール」「ワ
ンポイントアドバイス」など今年も盛りだくさんでお届け
いたします．皆さんのご意見，ご感想をお待ちしています
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あ と が き

編集室より
　感染対策を取りつつも，コロナ前の日常を取り戻しつつ
ある今日です（2021 年 11 月現在）．喜ばしい反面，緊急事
態宣言やまん延防止等重点措置が長く続いたことによって
自分の生活様式はすでに変わっており，コロナ前の通勤や
仕事のスタイルに適応することができていません．間引か
れたダイヤのままのため，乗降客が増えて遅れる通勤バ
ス，お互いの肩が触れ合う距離でゆられる通勤電車には特
にストレスを感じています．� （M）

病気のはなし
新型コロナウイルス感染症 �  黒田浩一
技術講座
生化学：体内における鉄動態と臨床検査 

 �  宮下大地
血液：骨髄増殖性腫瘍の検査 �  小松則夫，他
生理：甲状腺超音波検査 �  志村浩己
その他：胚培養技術 �  宇津野宏樹
トピックス
大阪府監察医事務所における臨床検査技師の役割 

 �  松野恵子
同種クリオプレシピテート作製術
製剤の調整方法と管理体制 �  相川佳子
フォーカス
がん治療関連心機能障害の心電図による評価 

 �  木下利雄
検査室に必要な臨床検査専門医のあり方 

 �  三好夏季
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